
第１節 公共用水域の現況 

市内には、川口市・蕨市との境に緑川、中央部に笹目川、南側に菖蒲川、さらに上戸田川、さくら

川があり、全て荒川下流域に流入している。

水質調査は、昭和５３年度より 5 本の河川と農業用排水路を対象に行っている。 
平成２８年度は、河川・水路 8 ヵ所及び閉鎖性水域 3 ヵ所の計 11 ヵ所で年 4 回、水路 2 ヵ所で年

2 回の水質調査を実施した。 

１．河川・水路等調査地点 

表 4-3-1 河川・水路等調査地点 

区 分 No 河 川 ・ 水 路 名 測 定 地 点 （ 備 考 ） 

季節毎調査 

1 笹目川 池ノ尻橋（平成２３、２４年度は小堤橋で調査） 

2 笹目川 富士見橋 

3 さくら川 神明橋（平成２３、２４年度は野竹橋で調査） 

半年毎調査 4 菖蒲川水系 SY-28 水路 氷川橋（平成６年度新設） 

季節毎調査 5 菖蒲川水系 SY-10 水路 県工業用水道中継ポンプ場南側 

半年毎調査 6 菖蒲川水系 SY-5 水路 新曽柳原住宅東側（平成６年度新設） 

季節毎調査 

7 上戸田川 
富士見球場脇(平成６年度クラリオン 

物流センターより変更) 

8 上戸田川 浅間橋（昭和６２年度、羽黒橋より変更） 

9 菖蒲川 菖蒲橋（平成５、６年度は川岸橋で調査） 

10 緑川 鬼澤橋（平成２３、２４年度は立野際橋で調査） 

11 道満河岸釣場 桟橋中央部付近 

12 荒川第一調節池 管理橋 

13 戸田漕艇場 中央大学戸田艇庫前南岸 

※区分については、季節毎（４月、７月、１０月、１月）に調査を実施した地点を「季節毎調査」、

年 2 回調査を実施した地点を「半年毎調査」としている。

第３章 水質汚濁 
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２．環境基準 

表 4-3-2 人の健康の保護に関する環境基準（健康項目）

項 目 基 準 値 項 目 基 準 値 

カドミウム 0.003 mg/ℓ以下 1,1,2-トリクロロエタン 0.006 mg /ℓ以下 

全シアン  検出されないこと トリクロロエチレン 0.01 mg /ℓ以下

鉛 0.01 mg /ℓ以下 テトラクロロエチレン 0.01 mg /ℓ以下

六価クロム 0.05 mg /ℓ以下 1,3-ジクロロプロペン 0.002 mg /ℓ以下 

砒素 0.01 mg /ℓ以下 チウラム 0.006 mg /ℓ以下 

総水銀 0.0005 mg /ℓ以下 シマジン 0.003 mg /ℓ以下 

アルキル水銀  検出されないこと チオベンカルブ 0.02 mg /ℓ以下

PCB  検出されないこと ベンゼン 0.01 mg /ℓ以下

ジクロロメタン 0.02 mg /ℓ以下 セレン 0.01 mg /ℓ以下

四塩化炭素 0.002 mg /ℓ以下 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10 mg /ℓ以下

1,2-ジクロロエタン 0.004 mg /ℓ以下 ふっ素 0.8 mg /ℓ以下

1,1-ジクロロエチレン 0.1 mg /ℓ以下 ほう素 1 mg /ℓ以下

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 mg /ℓ以下 1,4-ジオキサン 0.05 mg /ℓ以下

1,1,1-トリクロロエタン 1 mg /ℓ以下

備考１．基準値は、年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

２．「検出されないこと」とは、「水質汚濁に係る環境基準について（昭和４６年１２月２８日環

告 59）」において掲げられる方法により測定した場合において、その結果が当該方法の定量

限界を下回ることをいう。 
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表 4-3-3 生活環境の保全に関する環境基準（生活環境項目）

項
目

類
型

利用目的の適応性 

基   準   値 

該当

水域 
水素イオン

濃度:pH

生物化学的

酸素要求量 

:BOD

浮遊物質量 

:SS
溶存酸素量 

:DO
大腸菌群数 

AA
水道 1 級・自然環境保

全及び A 以下の欄に

掲げるもの 

6.5 以上

8.5 以下

1 mg/ℓ 
以下 

25 mg /ℓ 
以下 

7.5 mg /ℓ 
以上 

50MPN 
/100m 
以下 

水
域
類
型
ご
と
に
指
定
す
る
水
域

A
水道 2 級・水産 1 級・

水浴及び B 以下の欄

に掲げるもの 

6.5 以上

8.5 以下

2 mg /ℓ 
以下 

25 mg /ℓ 
以下 

7.5 mg /ℓ 
以上 

1,000MPN 
/100m
以下 

B 
水道 3 級・水産 2 級及

び C 以下の欄に掲げ

るもの 

6.5 以上

8.5 以下

3 mg /ℓ 
以下 

25 mg /ℓ 
以下 

5 mg /ℓ 
以上 

5,000MPN 
/100m
以下 

C 
水産 3 級・工業用水 1
級及び D 以下の欄に

掲げるもの 

6.5 以上

8.5 以下

5 mg /ℓ 
以下 

50 mg /ℓ 
以下 

5 mg /ℓ 
以上 

D 
工業用水 2 級・農業用

水及び E の欄に掲げ

るもの 

6.0 以上

8.5 以下

8 mg /ℓ 
以下 

100 mg /ℓ 
以下 

2 mg /ℓ 
以上 

E 
工業用水 3 級

環境保全 

6.0 以上

8.5 以下

10 mg /ℓ 
以下 

ごみ等の浮

遊が認めら

れないこと 

2 mg /ℓ 
以上 

備考１．基準値は、日間平均値とする（湖沼、海域もこれに準ずる）。 

２．農業用利水点については、水素イオン濃度 6.0 以上 7.5 以下、溶存酸素 5 mg /ℓ以上とする

（湖沼もこれに準ずる）。 

注１．自然環境保全：自然探勝等の環境保全 

２．水道 1 級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの。

水道 2 級：沈澱ろ過等による通常の浄水操作を行うもの。

水道 3 級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの。

３．水産 1 級：ヤマメ､イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産 2 級及び水産 3 級の水産生

物用。 

水産 2 級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産 3 級の水産生物用。

水産 3 級：コイ、フナ等、β－中腐水性水域の水産生物用。

４．工業用水 1 級：沈澱等による通常の浄水操作を行うもの。

工業用水 2 級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの。

工業用水 3 級：特殊の浄水操作を行うもの。

５．環境保全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む）において不快感を生じない限度。 

[参考] 戸田市内の水域類型状況 

荒川：荒川下流（１）秋ケ瀬取水堰から笹目橋 C 類型

荒川下流（２）笹目橋より下流 C 類型（平成１０年６月１日より D 類型から変更） 
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３．水質調査結果 

（１）笹目川（池ノ尻橋）

本地点は、戸田市内における笹目川の上流に位置する。水源地はさいたま市の白幡沼である。

また、東京湾の潮位の影響を受ける感潮河川である。平成２３、２４年度は戸田市内中央付近の

小堤橋において調査を実施していたが、平成２５年度より上流の本地点へ調査地点を移動した。 

近年、笹目川の改修工事により、川辺にコサギ、カモなどの水鳥が増え、大きなコイの姿も見

られる。もともと農業用水の排水路（中央排水路）として整備されたので、上流であるさいたま

市からの生活排水や工業排水の流入がある。また、笹目川の河川浄化のため、さいたま市内谷橋

付近で荒川から毎秒 0.3 トンの導水が行われている。

本地点の水質は、平成８年度以降改善が進み、調査地点の中では比較的良好な状況である。 

表 4-3-4 笹目川池ノ尻橋経年変化 

項目

年度

BOD 
(mg/ℓ) 

COD 
(mg/ℓ) 

SS 
(mg /ℓ) 

DO 
(mg /ℓ) 

MBAS 
(mg /ℓ) 

NH4-N 
(mg /ℓ) 

透視度

(度) 

BOD 
負荷量

(g/秒) 

BOD 
75%値 
(mg /ℓ) 

19 3.6 6.0 17.8 8.1 0.02 0.55 43.3 1.5 4.3 
20 2.6 5.5 11.1 7.1 0.04 0.64 48.1 1.5 3.0 
21 2.9 5.0 13.9 7.5 0.10 0.36 42.9 1.9 3.3 
22 4.5 6.0 14.5 6.7 0.05 1.07 43.9 2.7 5.2 
23 4.6 6.0 9.8 6.3 0.14 1.43 46.7 4.1 5.1 
24 4.1 6.6 23.0 5.1 0.09 1.04 27.8 4.5 4.0 
25 2.7 6.8 13.5 6.3 0.07 0.45 44.3 0.6 3.0 
26 3.0 5.7 19.0 8.1 0.02 0.40 38.0 2.0 3.1 
27 2.4 5.6 18.0 8.3 0.02 0.34 49.2 0.8 2.8 
28 3.8 8.8 11.0 7.2 0.02 1.00 48.3 2.5 4.2 

図 4-3-2 笹目川池ノ尻橋 BOD75%値・SS 経年変化
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（２）笹目川（富士見橋）

本地点は、笹目川の最下流域であり、約 50m 上流でさくら川が流入し、約 450m 下流で荒川

と合流する。感潮河川であるため、東京湾の満潮時には荒川の水が逆流してくる。 

本地点の水質は、調査地点の中では比較的良好な状況である。 

表 4-3-5 笹目川富士見橋経年変化 

項目 

年度 

BOD 
(mg/ℓ) 

COD 
(mg/ℓ) 

SS 
(mg /ℓ) 

DO 
(mg /ℓ) 

MBAS 
(mg /ℓ) 

NH4-N 
(mg /ℓ) 

透視度

(度) 

BOD 
負荷量

(g/秒) 

BOD 
75%値 
(mg /ℓ) 

19 3.8 5.7 14.1 5.5 0.03 1.49 42.3 12.0 4.8 
20 2.5 5.4 13.9 5.9 0.03 1.70 42.6 12.4 2.8 
21 3.0 5.6 13.3 5.5 0.09 2.05 39.8 11.9 3.4 
22 3.3 6.0 9.7 6.5 0.05 3.14 42.5 22.1 4.2 
23 4.8 6.9 12.3 6.8 0.10 3.41 34.9 24.6 4.8 
24 4.3 5.7 15.3 5.3 0.06 2.70 34.8 17.3 4.7 
25 2.7 6.5 18.8 6.3 0.07 1.17 25.6 13.3 3.1 
26 2.5 4.5 8.0 8.4 0.02 2.30 52.0 23.0 1.8 
27 1.9 5.1 10.0 6.2 0.02 1.30 54.0 4.9 2.2 
28 3.5 5.6 9.0 7.4 0.02 2.80 55.0 39.3 3.2 

図 4-3-3 笹目川富士見橋 BOD75%値・SS 経年変化
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（３）さくら川（神明橋）

さくら川は、排水路として堀削されたもので、さいたま市と戸田市の一部を流域とする河川で

ある。平成２３、２４年度のみ下流の野竹橋において調査を実施したが、平成２５年度より上流

の本地点へ調査地点を移動した。 

この川の戸田市内の流域は、すでに公共下水道が普及しており、上流域の公共下水道整備の進

捗により、水質の改善が見られている。 

反面、公共下水道整備により、流量が大幅に減ってしまったことから、荒川水循環センターの 

2 次処理水をさらに礫間接酸化法により高度処理した水が、毎秒 0.025 トン放流されている。

本地点の水質は、平成８年度頃から改善されつつあり、BOD 及び DO は良好な状態を示して

いる。 

表 4-3-6 さくら川神明橋経年変化 

項目 

年度 

BOD 
(mg/ℓ) 

COD 
(mg/ℓ) 

SS 
(mg /ℓ) 

DO 
(mg /ℓ) 

MBAS 
(mg /ℓ) 

NH4-N 
(mg /ℓ) 

透視度

(度) 

BOD 
負荷量

(g/秒) 

BOD 
75%値 
(mg /ℓ) 

19 5.9 9.2 16.0 7.2 0.23 4.64 37.5 0.2 6.4 
20 4.4 7.8 13.7 5.6 0.13 3.68 40.7 0.2 5.7 
21 3.3 6.7 12.3 5.8 0.27 2.79 38.2 0.2 4.0 
22 4.7 7.3 14.7 5.5 0.06 3.18 37.0 0.2 5.7 
23 3.0 6.2 7.5 7.0 0.13 2.50 46.2 0.5 3.1 
24 3.9 5.6 8.5 5.1 0.06 1.99 44.5 1.0 4.1 
25 3.0 7.3 9.8 6.9 0.09 1.01 31.4 1.4 3.2 
26 4.2 6.9 18.0 9.9 0.03 1.30 31.0 0.1 4.8 
27 2.1 6.1 14.0 7.8 0.05 1.60 39.0 0.1 2.3 
28 2.6 6.3 12.0 7.7 0.02 1.10 42.6 0.2 3.3 

図 4-3-4 さくら川神明橋 BOD75%値・SS 経年変化
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（４）菖蒲川水系 SY-28 水路（氷川橋）

新曽の灌漑用水路の最下流域の地点であり、調査地点より上流部は暗渠である。

平成１８年度から菖蒲川の河川浄化のため、荒川から毎秒 1 トンの導水が行われている（堤向

橋付近から導水）。放流時以外は流量が少なく、また、水路の末端であるため下水道未整備地域

からの生活雑排水の流入量が多く水質の変動が激しくなっている。 

本地点の水質は、平成１８年度以降、BOD や DO、透視度は飛躍的に改善され荒川からの導水

の効果が顕著に現れており、平成２０年度から平成２２年度については、BOD、SS においてさ

らに改善の傾向がみられたが、その後はあまり変化がみられていない

表 4-3-7  SY-28 水路経年変化

項目 

年度 

BOD 
(mg/ℓ) 

COD 
(mg/ℓ) 

SS 
(mg /ℓ) 

DO 
(mg /ℓ) 

MBAS 
(mg /ℓ) 

NH4-N 
(mg /ℓ) 

透視度

(度) 

BOD 
負荷量

(g/秒) 

BOD 
75%値 
(mg /ℓ) 

19 13.9 12.3 14.5 6.3 1.00 5.58 37.8 2.0 9.9 
20 6.0 7.5 9.8 6.0 0.35 3.95 47.0 2.0 4.7 
21 7.3 9.7 9.0 5.2 0.90 4.73 38.5 1.3 7.4 
22 7.3 7.0 9.8 6.8 0.07 3.85 42.4 2.1 5.1 
23 24.0 17.3 18.5 4.4 1.32 9.53 32.8 0.5 25.0 
24 10.7 14.5 8.5 3.1 1.15 8.15 45.8 0.1 9.4 
25 7.3 9.5 10.0 5.2 0.12 3.10 55.0 0.1 13.0 
26 9.1 8.7 10.0 6.5 0.91 3.70 36.0 1.1 3.1 
27 22.0 20.0 10.0 3.0 1.20 9.50 32.0 0.1 17.0 
28 12.0 10.0 7.0 6.6 0.44 6.80 66.4 1.5 6.4 

図 4-3-5  SY-28 水路 BOD75%値・SS 経年変化
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（５）菖蒲川水系 SY-10 水路（県工業用水道中継ポンプ場南側）

見沼代用水路から灌漑用水が流入する水路であるが、下流域の宅地化が進んでいるため用水の

需要が少なく、排水路的役割となっている。このため、流量が少なく流速が低いので、渇水時に

はほぼ停滞状態になっている。調査地点は本市、さいたま市及び蕨市の行政界に位置し、さいた

ま市と蕨市の生活排水などが流入している。 

本地点の水質は、平成１４年度頃から改善傾向がみられる。小規模な排水路のため、排水等に

よる人為的汚染の影響を受けやすい。また、流量が少ないため、降雨など天候による影響も大き

く、水質の変化にばらつきが見られる。

表 4-3-8  SY-10 水路経年変化

項目 

年度 

BOD 
(mg/ℓ) 

COD 
(mg/ℓ) 

SS 
(mg /ℓ) 

DO 
(mg /ℓ) 

MBAS 
(mg /ℓ) 

NH4-N 
(mg /ℓ) 

透視度

(度) 

BOD 
負荷量

(g/秒) 

BOD 
75%値 
(mg /ℓ) 

19 12.2 12.6 38.1 3.5 0.72 4.13 35.9 0.1 15.0 
20 2.8 6.1 8.8 4.9 0.21 1.55 47.3 0.1 2.9 
21 7.4 11.6 14.0 4.8 0.61 4.30 39.0 0.1 4.8 
22 10.8 9.6 9.6 4.7 0.87 4.77 47.9 0.1 15.0 
23 5.4 7.3 14.4 5.4 0.68 3.18 60.1 0.5 6.3 
24 5.9 6.8 5.0 5.8 0.44 2.43 53.2 0.1 5.8 
25 13.6 11.0 8.8 5.1 0.23 1.38 53.3 0.1 21.0 
26 3.1 6.1 10.0 6.8 0.13 3.00 45.0 0.1 3.6 
27 18.0 18.0 8.0 3.2 1.40 12.00 34.0 0.1 18.0 
28 13.0 14.0 6.0 5.0 0.80 7.20 36.4 0.1 16.0 

図 4-3-6  SY-10 水路 BOD75%値・SS 経年変化
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（６）菖蒲川水系 SY-5 水路（新曽柳原住宅東側）

本地点は（５）の下流となる調査地点である。新曽の灌漑用水路の最下流域にあり、本地点か

ら下流約 50m の新田橋付近で上戸田川に合流する。

平成１８年度から上戸田川の河川浄化のため、荒川から毎秒 0.1 トンの導水が行われている。

東京湾の潮位の影響を受ける感潮水域である。 

本地点の水質は、ばらつきが大きく、水質の状況は横ばいである。

表 4-3-9  SY-5 水路経年変化

項目 

年度 

BOD 
(mg/ℓ) 

COD 
(mg/ℓ) 

SS 
(mg /ℓ) 

DO 
(mg /ℓ) 

MBAS 
(mg /ℓ) 

NH4-N 
(mg /ℓ) 

透視度

(度) 

BOD 
負荷量

(g/秒) 

BOD 
75%値 
(mg /ℓ) 

19 8.7 10.7 12.3 4.5 0.25 4.56 42.3 1.0 8.5 
20 12.8 9.6 10.5 4.0 0.29 6.13 40.5 1.2 14.0 
21 7.4 11.6 14.0 4.5 0.61 4.30 39.0 0.1 7.8 
22 11.0 8.5 8.5 4.5 0.07 5.23 44.6 1.2 11.0 
23 12.7 13.5 19.5 3.1 0.55 10.42 33.8 1.1 15.0 
24 10.5 14.5 9.0 1.8 0.65 9.65 33.7 0.5 10.0 
25 8.1 10.5 11.0 4.1 0.10 3.75 31.5 0.8 9.0 
26 8.4 8.9 12.0 6.3 0.16 4.50 28.0 0.6 2.8 
27 9.3 15.0 9.0 3.1 0.25 10.20 40.0 0.2 8.5 
28 12.0 11.0 9.0 5.2 0.20 7.00 43.6 1.9 11.0 

図 4-3-7  SY-5 水路 BOD75%値・SS 経年変化
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（７）上戸田川（富士見球場脇）

上戸田川の源流部であり、上流部の蕨市内ではそのほとんどが暗渠である。源流部とは言え、

外観は排水路と同様である。 

本地点の水質は、経年変化としてほとんどの項目について改善の傾向が見られる。BOD につ

いては小規模な排水路のため、排水等による人為的汚染の影響を受けやすく、経年的な改善傾向

は見られるものの、年間を通して基準を超えた結果となっている。 

表 4-3-10 上戸田川富士見球場脇経年変化 

項目 

年度 

BOD 
(mg/ℓ) 

COD 
(mg/ℓ) 

SS 
(mg /ℓ) 

DO 
(mg /ℓ) 

MBAS 
(mg /ℓ) 

NH4-N 
(mg /ℓ) 

透視度

(度) 

BOD 
負荷量

(g/秒) 

BOD 
75%値 
(mg /ℓ) 

19 10.2 10.1 9.9 2.9 1.12 5.52 43.9 0.1 13.0 
20 9.2 9.5 11.9 3.3 0.58 4.55 45.3 0.1 11.0 
21 6.0 9.8 11.0 3.6 0.43 4.00 33.8 0.1 7.0 
22 14.3 10.7 10.1 3.2 0.09 4.37 46.0 0.1 18.0 
23 6.9 7.4 11.7 4.5 0.37 3.21 44.2 0.5 7.2 
24 6.3 7.8 8.5 3..5 0.21 4.65 54.3 0.1 7.2 
25 6.6 9.3 5.8 3.4 0.16 1.98 41.5 0.1 6.8 
26 11.0 8.0 44.0 6.1 0.04 3.10 36.0 0.2 13.0 
27 5.3 7.4 7.0 4.2 0.06 5.70 77.0 0.1 5.4 
28 9.9 7.8 17.0 5.7 0.02 2.90 39.4 0.1 12.0 

図 4-3-8 上戸田川富士見球場脇 BOD75%値・SS 経年変化
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（８）上戸田川（浅間橋）

本地点は、（５）、（６）、（７）の下流となる調査地点である。上戸田川の最下流域にあたり、

ここから約 100 m 下流の下前谷橋付近で（４）の SY-28 水路と合流し、名称が菖蒲川に変わる。

ここより約 800 m 上流の天神橋付近に上戸田川浄化施設があり、浄化水が放流されている。また、

ここは東京湾の潮位の影響を受ける感潮河川であり、満潮時は逆流する。 

本地点の水質は、経年変化として改善の傾向が見られる。しかし、BOD については未だ基準

に満たない結果となっている。 

表 4-3-11 上戸田川浅間橋経年変化 

項目 

年度 

BOD 
(mg/ℓ) 

COD 
(mg/ℓ) 

SS 
(mg /ℓ) 

DO 
(mg /ℓ) 

MBAS 
(mg /ℓ) 

NH4-N 
(mg /ℓ) 

透視度

(度) 

BOD 
負荷量

(g/秒) 

BOD 
75%値 
(mg /ℓ) 

19 9.5 11.1 19.8 3.8 0.28 5.91 42.5 1.8 11.0 
20 8.8 10.3 17.1 2.8 0.32 6.13 43.6 1.4 8.7 
21 7.1 10.0 9.9 3.3 0.27 6.19 44.1 1.4 8.0 
22 10.1 10.2 25.1 3.7 0.08 5.34 39.0 2.9 11.0 
23 9.3 11.5 12.1 5.3 0.35 7.98 45.2 2.8 9.9 
24 8.2 10.4 10.5 4.7 0.42 6.25 50.3 1.0 9.2 
25 8.3 11.5 12.8 5.3 0.18 2.78 34.0 2.2 9.0 
26 10.0 8.7 22.0 6.6 0.09 4.40 25.0 3.8 12.0 
27 5.8 10.0 9.0 5.0 0.12 6.70 50.0 0.5 5.4 
28 9.4 9.6 7.0 5.6 0.04 5.10 55.5 3.4 9.1 

図 4-3-9 上戸田川浅間橋 BOD75%値・SS 経年変化
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（９）菖蒲川（菖蒲橋）

本地点は、菖蒲川の市内最下流部に位置し、約 1km 下流で荒川に合流する。また、菖蒲橋よ

り約 400m 下流の緑橋（川口市）付近で緑川が流入している。調査地点付近では、川幅が広がり

流速が落ちること、感潮河川であるため荒川の水が逆流して水が停水状態になるなどの影響で、

スカムが河床に堆積しヘドロ化しやすい。

本地点の水質は、平成７年度に底泥の浚渫により改善されて以降、大きな変化は見られない。 

表 4-3-12 菖蒲川菖蒲橋経年変化

項目 

年度 

BOD 
(mg/ℓ) 

COD 
(mg/ℓ) 

SS 
(mg /ℓ) 

DO 
(mg /ℓ) 

MBAS 
(mg /ℓ) 

NH4-N 
(mg /ℓ) 

透視度

(度) 

BOD 
負荷量

(g/秒) 

BOD 
75%値 
(mg /ℓ) 

19 5.2 6.7 13.4 5.7 0.03 3.99 37.8 18.0 6.8 
20 2.7 6.1 13.3 5.3 0.03 3.04 42.0 11.0 2.8 
21 4.1 6.7 10.8 5.3 0.10 3.80 36.9 13.8 4.8 
22 4.7 6.8 10.2 6.2 0.07 3.76 39.6 22.4 5.8 
23 13.2 11.2 14.8 8.3 0.11 5.63 27.9 59.4 15.0 
24 7.0 8.4 10.3 5.8 0.08 4.65 39.8 19.0 7.2 
25 5.0 8.4 15.3 5.5 0.09 2.25 36.8 20.3 5.3 
26 4.2 5.7 11.0 7.7 0.02 3.80 44.0 25.0 3.7 
27 2.9 6.7 11.0 5.0 0.03 3.90 48.0 10.0 3.3 
28 8.0 6.8 8.0 7.4 0.03 4.50 40.6 59.5 6.5 

図 4-3-10 菖蒲川菖蒲橋 BOD75%値・SS 経年変化
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（10）緑川（鬼澤橋） 

緑川は、蕨市と川口市の一部を流域とする河川であり、調査地点は緑川の市内最上流部に位置

する。東京湾の潮位の影響を受ける感潮河川であり、満潮時には蕨市境まで逆流する。平成２３、

２４年度のみ下流の立野際橋において調査を実施したが、平成２５年度より上流の本地点へ調査

地点を移動した。

本地点の水質は、昭和５７年度から昭和６３年度にかけて施工された河床のヘドロ固化工事に

より改善された。平成６年度から平成７年度にかけて一時水質が悪化したものの、平成８年度以

降は改善の傾向が続いており、調査地点の中では比較的良好な状況である。 

表 4-3-13 緑川鬼澤橋経年変化

項目 

年度 

BOD 
(mg/ℓ) 

COD 
(mg/ℓ) 

SS 
(mg /ℓ) 

DO 
(mg /ℓ) 

MBAS 
(mg /ℓ) 

NH4-N 
(mg /ℓ) 

透視度

(度) 

BOD 
負荷量

(g/秒) 

BOD 
75%値 
(mg /ℓ) 

19 3.7 6.2 5.9 6.9 0.02 0.71 49.1 0.5 3.7 
20 2.4 5.3 5.0 8.2 0.02 0.32 48.5 0.2 2.5 
21 3.2 5.4 5.0 6.5 0.10 1.35 68.1 0.3 4.0 
22 4.3 6.3 7.8 6.3 0.06 1.26 56.7 0.8 4.7 
23 15.5 11.1 13.8 7.3 0.14 1.77 41.6 0.8 12.0 
24 6.0 6.7 6.0 4.5 0.12 1.26 55.1 0.2 4.9 
25 2.5 6.1 5.8 5.7 0.07 0.45 69.8 0.5 2.9 
26 4.4 5.8 5.0 7.8 0.02 1.00 60.0 1.6 2.6 
27 7.0 6.2 8.0 8.6 0.02 0.22 71.0 0.1 3.1 
28 4.2 6.5 5.0 7.2 0.03 1.90 56.5 0.4 3.9 

図 4-3-11 緑川鬼澤橋 BOD75%値・SS 経年変化
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（11）道満河岸釣場（桟橋中央部付近） 

道満河岸は、旧荒川が蛇行していた名残の三日月湖であり、現在は公益財団法人戸田市水と緑

の公社の釣場として利用されている。閉鎖性水域であるため、生活排水等の流入は無いものの、

水源をポンプアップした地下水に依存するだけなので、釣り餌等の投入による富栄養化の影響と

して、浮遊物質量が慢性的に高く、透視度はかなり低くなっている。また、夏場にはアオコが毎

年発生している。 

表 4-3-14 道満河岸釣場経年変化

項目 

年度 

BOD 
(mg/ℓ) 

COD 
(mg/ℓ) 

SS 
(mg /ℓ) 

DO 
(mg /ℓ) 

MBAS 
(mg /ℓ) 

NH4-N 
(mg /ℓ) 

透視度

(度) 

BOD 
負荷量

(g/秒) 

COD 
75%値 
(mg /ℓ) 

19 8.0 10.8 30.3 13.5 0.01 0.19 22.5 ― 15.0 
20 7.3 12.2 31.5 13.3 0.01 0.05 22.0 ― 12.0 
21 6.3 11.0 44.3 12.7 0.09 0.15 19.2 ― 11.0 
22 9.8 12.7 39.5 14.5 0.04 0.13 13.5 ― 15.0 
23 10.4 11.6 20.8 14.3 0.07 0.69 23.4 ― 12.0 
24 6.3 8.8 25.5 12.7 0.05 0.11 17.1 ― 9.1 
25 6.6 11.7 22.8 16.0 0.06 0.23 21.5 ― 14.0 
26 7.6 9.7 19.0 12.4 0.03 0.10 20.0 ― 9.3 
27 6.6 11.8 32.0 13.0 0.01 0.06 19.0 ― 13.0 
28 6.6 11.0 29.0 12.6 0.02 0.20 19.5 ― 8.7 

図 4-3-12 道満河岸釣場 COD75%値・SS 経年変化
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（12）荒川第一調節池（彩湖） 

彩湖は、荒川の治水対策と首都圏の水需要に設けられた貯水機能を持つ洪水調節池であり、さ

いたま市の秋ヶ瀬取水堰（環境基準類型 B・水道 3 級）から取水し、季節や気候の変動に応じて

貯水量を調節している。 

本地点の水質は、調査地点の中で最も良好な状況である。閉鎖性水域により、小河川の流入が

なく、荒川からの流入がほとんどであるためと考えられる。DO は、過飽和の状態が続いている。

調査開始から経年的に大きな変化は見られなかったが、２８年度は COD、SS において高い値を

示した。これはアオコ類の発生によるものだと考えられる。 

表 4-3-15 荒川第一調節池経年変化 

項目 

年度 

BOD 
(mg/ℓ) 

COD 
(mg/ℓ) 

SS 
(mg /ℓ) 

DO 
(mg /ℓ) 

MBAS 
(mg /ℓ) 

NH4-N 
(mg /ℓ) 

透視度

(度) 

BOD 
負荷量

(g/秒) 

COD 
75%値 
(mg /ℓ) 

19 1.2 4.2 2.3 9.7 0.01 0.06 50.0 ― 4.3 
20 1.5 4.7 3.8 10.3 0.01 0.05 50.0 ― 4.5 
21 2.5 3.9 3.0 11.3 0.06 0.06 92.8 ― 3.9 
22 2.8 4.7 3.0 10.2 0.02 0.10 82.5 ― 4.7 
23 2.5 5.2 4.0 11.7 0.08 0.50 82.8 ― 4.9 
24 3.3 5.9 8.0 11.9 0.03 0.06 64.7 ― 6.1 
25 2.3 6.1 6.8 11.3 0.06 0.32 69.0 ― 6.3 
26 2.0 4.4 3.0 10.4 0.02 0.10 89.0 ― 4.5 
27 1.4 4.1 2.0 11.0 0.01 0.05 100.0 ― 4.5 
28 4.7 14.0 22.0 13.0 0.02 0.10 52.8 ― 5.8 

図 4-3-13 荒川第一調節池 COD75%値・SS 経年変化
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（13）戸田漕艇場（中央大学戸田艇庫前南岸） 

ここは、戸田市立の艇庫をはじめ、企業・大学の艇庫がある、全長約 2.4km におよぶ漕艇場で

あり、かつては東京オリンピックにも用いられ、現在も国体やインターハイなどに利用されてい

る。 

水の流入がない閉鎖性水域であるが、開設以来浚渫が実施されていないため、堆積物はかなり

あるものと思われるが、水質は昭和５３年の測定開始以来、比較的良好な状態を維持している。 

表 4-3-16 戸田漕艇場経年変化

項目 

年度 

BOD 
(mg/ℓ) 

COD 
(mg/ℓ) 

SS 
(mg /ℓ) 

DO 
(mg /ℓ) 

MBAS 
(mg /ℓ) 

NH4-N 
(mg /ℓ) 

透視度

(度) 

BOD 
負荷量

(g/秒) 

COD 
75%値 
(mg /ℓ) 

19 2.3 6.0 12.5 9.1 0.01 0.09 37.8 ― 6.4 
20 2.1 6.7 11.3 9.6 0.01 0.05 36.3 ― 7.1 
21 3.6 5.6 11.0 11.4 0.09 0.06 35.5 ― 5.6 
22 2.4 5.6 10.5 9.9 0.03 0.19 40.0 ― 6.0 
23 3.6 6.6 11.0 10.1 0.09 0.62 32.9 ― 7.0 
24 4.3 7.0 13.5 10.0 0.06 0.07 31.9 ― 6.5 
25 2.3 7.9 11.3 9.1 0.06 0.50 33.7 ― 8.2 
26 1.8 4.8 8.0 10.1 0.02 0.10 40.0 ― 4.9 
27 0.9 4.4 5.0 8.8 0.01 0.06 78.0 ― 4.3 
28 1.5 4.2 3.0 9.0 0.02 0.10 88.8 ― 4.3 

図 4-3-14 戸田漕艇場 COD75%値・SS 経年変化
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第２節 工場・事業場立入調査

戸田市は、市域の約 90%の地域で公共下水道が整備されているが、それ以外の未整備地域の工場・

事業場を対象として、埼玉県中央環境管理事務所が水質汚濁防止法等に基づき立入調査を行っている。 

市職員はその調査に同行してその実態を把握している。排水基準に適合しない工場等については、

合同で改善指導を行っている。 

平成２８年度の県主体の立入調査では、排水基準を超過した工場等が 2件あった。 

市内河川への油流出などの水質異常事故発生時は、埼玉県中央環境管理事務所、さいたま県土整備

事務所、国土交通省、戸田市〔環境課、道路河川課、下水道施設課〕が緊密な連絡をとり、相互協力

のもとに現地調査の実施、被害の拡大防止、発生源の究明に努めている。 

表 4-3-17 平成２８年度埼玉県による立入調査及び行政措置状況 

立入調査 

件数 

採水検査 

件数 

不適合 

件数 

採水件数中の 

不適合率(％) 

行 政 処 分        E 

改善命令 改善勧告 注  意 

52 11 2 18.2 0 0 2 

表 4-3-18 平成２８年度戸田市内の水質異常処理状況

魚の浮上 油の流出 着色水 その他 合計 

1 6 0 0 7 
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用 語 の 解 説 （ 水 質 編 ） 

環境基準：環境基本法による公共用水域の水質汚濁に係る環境上の条件として、人の健康を保護し及

び生活環境を保全するうえで維持することが望ましい基準である。 

健康項目：人の健康の保護に関する環境基準である。水質汚濁物質の中で、人の健康に有害なものと

して定められた物質（表 3-3-2 中の物質）ごとに、公共用水域中の許容範囲が定められてい

る。また、工場排水に含まれる有害物質の量は、物質の種類ごとに排水基準として排出許容

限度が定められている。 

生活環境項目：生活環境の保全に関する環境基準である。水質汚濁物質の中で、主に有機物に起因す

る汚れに関し、生活環境に悪影響を及ぼす恐れのあるものが対象とされている（表 3-3-3 の

項目）。 

pH（水素イオン濃度）：pH（ペーハー）とは、水溶液中の水素イオン濃度を対数で表したもので、水

溶液の酸性、アルカリ性を示す指標である。中性は pH 7 であり、酸性になると 7 よりも小

さく、アルカリ性では 7 よりも大きくなる。例えば、牛乳は弱い酸性で pH 6 程度、石けん

液は弱いアルカリ性で pH 8 から 9 程度である。

BOD（生物化学的酸素要求量）：河川水や事業場排水の汚濁を表す上で、一般的に使われる指標。水

の汚濁源となる水中有機物質量を示しており、対象水中の好気性微生物が有機物を分解する

過程（5 日間）で消費する酸素の量で表され、数値が大きいほど汚濁が著しい。

COD（化学的酸素要求量）：通常 BOD と同時に測定される、汚濁物質の指標。水中の有機物に酸化

剤を作用させて、消費された酸素量で表す。湖沼や海域などの水質は、BOD の代わりに COD
で規制される。 

SS（浮遊物質量）：粒径 2mm 以下の水に溶けない懸濁物質の総称で、一般的に数値が大きいほど透

明度が低下する。 

DO（溶存酸素量）：水中に溶け込んでいる酸素の量。魚の生息には少なくとも５mg/ℓの溶存酸素が

必要といわれ、環境保全上は、臭気発生限界の点から 2 mg/ℓ以上が必要とされる。

大腸菌群数：水の汚濁のうち、人畜の排泄物等による汚染の程度を知る尺度となる。これが多い場合

は、有害細菌も多くなる事が懸念される。 

MBAS（陰イオン界面活性剤）：合成洗剤の主成分として使われており、この測定により家庭からの

生活雑排水が公共用水域へ与える影響を知ることができる。 

NH4-N（アンモニア性窒素）：水中のアンモニウムイオンに由来する窒素量であり、主な発生源は、

し尿浄化槽排水、農業用水（窒素肥料）などである。 

透視度：水の見た目の透明さの程度を表す指標。透視度計により測定する。 
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